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研究成果の概要（和文）：従来の著作権保護の枠組みでは、認証局は著作権者から問い合わせがあればコンテンツに埋
め込まれた著作権情報の正当性を検証するだけであり、著作権者自身が違法コピー画像を検索・発見する必要があった
。本研究では、画像のサイズ変更、回転、輝度変換、圧縮などの攻撃を受けた場合の違法コピー疑義画像をLBP（Local
 Bit Pattern）のヒストグラム等を用いて検索する方法について提案している。また、近年脅威となっている結託攻撃
の一つである平均化攻撃の抑制のために、Seam carving技術を用いた幾何変位付加による電子透かし方式を提案してい
る。

研究成果の概要（英文）：In the case of an existing copyright protection scheme, owner of copyright 
register one’s copyright information in certificate authority. And certificate authority only validates 
the evidence of copyright information of a doubtful content. The doubtful content must be searched by 
owner of copyright. In this research, pre-search method, which picks out the doubtful image content from 
Internet, was proposed. This pre-search method preform high-speed response and adapt to any case by use 
of feature quantity such as Local Bit Pattern(LPB) histogram. Also average attack, which is one of 
collusion attack, become forbidding in recent years. In this research, watermarking scheme by geometry 
translation was proposed in order to inhibit average attack.

研究分野： 通信・ネットワーク工学
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様 式

１．研究開始当初の背景
 
 
（１）画像検索技術のブレークスルーの
性 
従来の著作権保護の枠組みでは

は自コンテンツに著作権情報を埋め込み
証局に登録する
ば著作権情報の正当性を検証するだけであ
り，著作権者自身が違法コピー画像を検索・
発見する必要があった
攻撃を受けた画像に対する画像検索法は未
だ確立されていない
受けた画像に対して有効な汎用画像検索技
術のブレークスルーが必要であった
 
（２）電子透かし技術のブレークスルーの
要性 
従来の電子透かし方式は著作権情報を埋

め込む方式であったが
参加する強力な攻撃方法であり
したユーザを確率的に特定する電子透かし
方式も研究されている
対して本質的に耐性のある電子透かし技術
のブレークスルーが必要であった
 
２．研究の目的
 
（１）
で画素ヒストグラムの相関係数を用いて類
似判定
しい汎用・簡易・高速画像検索方式を開発す
ることを目的とする
 
（２）
れていたり，そのような画像が
るいは縮小されていたり
されているような攻撃画像に対しても有効
画素領域のみの全画素数で正規化した上記
両画素ヒストグラムの相関係数を用いて類
似判定する新しい汎用画像検索アルゴリズ
ムを開発することを目的とする
 
（３）
を抑制するため
した人間が検知できない幾何学変換を原画
像に対して行い
ことで正規購入ユーザごとの配布画像を生
成する
る配布画像を管理する新しい電子透かし方
式を開発することを目的とする
 
３．研
 
 本研究では
し技術のブレークスルーによる新しい汎
用・簡易・高速画像検索方式・電子透かし方
式の開発を目的としている
にわたっているため研究組織を組んで実施
する必要がある
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ば著作権情報の正当性を検証するだけであ

著作権者自身が違法コピー画像を検索・
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攻撃を受けた画像に対する画像検索法は未
だ確立されていない

た画像に対して有効な汎用画像検索技
術のブレークスルーが必要であった

（２）電子透かし技術のブレークスルーの
 

従来の電子透かし方式は著作権情報を埋
め込む方式であったが
参加する強力な攻撃方法であり
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のブレークスルーが必要であった

２．研究の目的 

（１） 原画像と検索対象画像それぞれの間
で画素ヒストグラムの相関係数を用いて類
似判定する，電子透かし方式に依存しない新
しい汎用・簡易・高速画像検索方式を開発す
ることを目的とする

（２） 画像内周辺画素に任意の装飾が施さ
れていたり，そのような画像が
るいは縮小されていたり
されているような攻撃画像に対しても有効
画素領域のみの全画素数で正規化した上記
両画素ヒストグラムの相関係数を用いて類
似判定する新しい汎用画像検索アルゴリズ
ムを開発することを目的とする

（３） 結託攻撃のひとつである平均化攻撃
を抑制するため，
した人間が検知できない幾何学変換を原画
像に対して行い，
ことで正規購入ユーザごとの配布画像を生
成する．すなわち
る配布画像を管理する新しい電子透かし方
式を開発することを目的とする

３．研究の方法 

本研究では，画像検索技術および電子透か
し技術のブレークスルーによる新しい汎
用・簡易・高速画像検索方式・電子透かし方
式の開発を目的としている
にわたっているため研究組織を組んで実施
する必要がある．
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画像検索技術および電子透か
し技術のブレークスルーによる新しい汎
用・簡易・高速画像検索方式・電子透かし方
式の開発を目的としている．この内容は多岐
にわたっているため研究組織を組んで実施
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村幸祐准教授が研究分担者とし
アルゴリズムに詳しい長崎大学の黒田英夫
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 まず
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図 1: 電子透かし画像検索法
図１に示す画素値ヒストグラムの相関係
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数を用いた検索法により，回転・拡大縮小の
幾何変換攻撃，
電子透かし画像を効率的に検索することが
可能となった
② 相関係数に対する適応的閾値設定法
画素値ヒストグラムの相関係数を用いた

同一画像判定
際，画像依存性を考慮した閾値設定を行うこ
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